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毛筆書写指導における訓練法の研究

臨書法，手取法，模写法とその効果

森山秀吉・吉田道雄・森春美＊

TheEffectsofPracticeMethodsontheSkill

of"Sho-sha"withBrushing

HideyoshiMoriyama,MichioYoshidaandHarumiMori

問題

筆者の一人はこれまで，毛筆書写学習において，臨書法，手取法，模写法による三種の練習法

（訓練法）の違いが，書写技能の習得状況にどのような影響を及ぼすか，その実態を明らかにす

ることを目的とした実験（指導）を実施し，その結果を報告した（森山,1981)が，そこでは実

験方法及び資料の分析方法に課題が残された．

本研究は，それらの残された課題に検討を加え，更に手本の大小，及び質問紙による児童の学

習意欲や，指導者に対する認知度測定を加味して，実態をより明らかにしようと試みたものであ

る。

方法

要因配置

指導方法：練習条件（訓練条件）として，臨書法，手取法，模写法の3水準を設定した．

手本の大きさ：各指導法ごとに，書道半紙大の手本を用いる大手本群と,B5版(書写教科書は

B5版である）の手本を用いる小手本群の2水準で構成した．

被験者

熊本市内,F小学校3年生,3クラス計116名,(男53名，女63名）

実験者（指導者）

筆者，及び教育学部国語科書道専攻生H,F,T,M(4年生女子）とS(4年生男子)が指導をお

こなった．筆者の一人が実験の進行並びに一斉指導を担当し，各指導法ともHとFは大手本群，

TとMが小手本群の個別指導をおこなった.sは質問紙調査を実施した．

実験場所

F小学校3年生の各教室．実験は各クラスごとに一斉指導形態で実施した．

*熊本市城西小学校教諭
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